
講演会「ＡＳＦの国内発生に備える農場バイオセキュリティ強化」 

実施要領 

 

１．目的 

 現在養豚を取り巻く情勢として、国内では豚熱の野生イノシシなどを介した農場への侵入のほ

か、慢性疾病の影響の経営への顕在化などが問題となっている。国外に目を向けると、隣国韓国

で 2023 年に日本への貨物の経由地にもなっている釜山において野生イノシシのアフリカ豚熱への

感染が確認された他、訪日外国人の持ち込む肉製品の摘発時にアフリカ豚熱ウイルス遺伝子が検

出されるなど、新たな越境性の家畜伝染病のわが国への侵入リスクが高まっており、より一層の

衛生管理の強化が求められている。 

 一方で、農場においては、衛生管理の視覚化が難しく、効果を把握できずに「衛生管理＝お金

と時間がかかるもの」というマイナスイメージが高い。 

 これらの現状を踏まえ、本講演会は、地方競馬全国協会の補助を活用して、効果の高い消毒方

法であるマイクロ MIX 法🄬を中心とする衛生管理を紹介し、適切な衛生管理による養豚経営の向上

を図るものである。 

 

２．日時 令和８年 11月５日(木) 14 時 00 分から 17時 30 分 

 

３．会場 御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター RoomA（対面及び WEB の併用開催） 

 

４．参集範囲 

 ・畜産関連団体、農林水産省/地方農政局、都道府県職員 

 ・生産者、獣医師、メーカー職員 

 ※対面参加の定員は５０名を予定しております。 

 

５．プログラム 

１４：００ 開会 

１４：０５ 「衛生管理とマイクロ MIX 法について（仮）」 

              公益社団法人畜産技術協会 参与 竹原一明 氏 

 １５：０５ 「アフリカ豚熱の脅威とアフリカ豚熱ウイルスに対するマイクロ MIX 法の不活化

効果（仮）」 

 国立研究開発法人農業食品産業技術総合研究機構 動物衛生研究部門 

 越境性家畜感染症研究領域海外病感染制御グループ 吉田直樹 氏 

 １５：４５ 休憩（10 分間） 

 １５：５５ 「伝染病への備えと儲かる養豚（仮）」 

        有限会社あかばね動物クリニック 会長 伊藤 貢 氏 

 １６：４５ 意見交換・質疑応答 

 １７：３０ 閉会 


